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　　 211　　好熱性ラ ン 藻由来の RuBisCOとそ の 遺伝子 に つ い て

　　　　　　 （東 大　・農　・農 イ匕）

　　　　　　○ 矢口 敏昭 、鄭 宣 龍 、石井 正治 、 五 十嵐泰 夫、児玉 徹

【目的 ）9uBiseD（Ribulose− i，5−bisphosphate　carboxylase ！oxygenase ）は 最も
一

般的 な炭
酸固定 経路 で あ るカ ル ビ ンサ イ ク ル の キ

ー
エ ン ザ イム で あ る 。 今 回 、我々 は好熱 性 ラン 藻

由来の RuBiscoに っ いて 遺 伝子 レ ベ ル 、 蛋 白レ ベ ル で の 知見を 得る こ とを 目的 と し た 。

【方法 と結累 】伊豆 の 温 泉よ り60℃ で 生育 す る ラ ン 藻 を取 得 した 。 顕微鏡観察お よ び GC含
量測定の 結果 、 本菌を単細胞 性 の Sγnechococcus 　spp ，と同 定 した 。

　cell　 free　extracts 中
に 、 強 い RuBlsCO活 性が確 認 さ れ た こ とか ら、本菌 は カ ル ビ ン サ イ クル によ り炭酸 固定を

行 な っ て い る と考え られ た 。 こ の RllBtsCOの 最適反応温 度（1 分 間の反応 ）は約 60℃ で あ り 、

現在報告 され て い る RuBisco の 中で も 高い 熱安定性 を持っ こ とが 分 っ た 。

　次に、中温 性 ラ ン 藻Anacystis　niduians 由来の RuBisCO　Large　Sllbunit　DNAをブロ ーブ

として サザ ン ハ ／ブ リダイ ゼ ーシ ョ ン を行 な っ た とこ ろ 、 7kbの EcoRI断 片が 強 く ハ イ ブ リ
ダ イ ズす る こ とを見出 し、pUCI9 を用 いて 大 腸菌 JH109を宿 主 と して クロ

ー
ン 化 した 。 サ ブ

ク ロ ー
ニ ン グの 結果 、RuBisCO 遺 伝子 は 3．5kbの 断片 中 に存 在す る こ とが 明 らか とな っ た 。

さ らに 大腸 菌を 大量培養 して RuBisCO活性を 測定 した と こ ろ 、本RuB主sCO は大 腸菌 にお い て

活 性型 で 発 現 して い る こ とが確認 され た 。 ま た、 IPTGの 添 加の 有無にか かわ らず活性 が確
認 され た の で 本断片 中に はRuBisCOの プ ロ モ

ーター配 列 が 含 ま れ 、 それ が大腸 菌で 働い て

い る と考 え られ た 。 大腸 菌 よ りの 本 RuBisCG の 精製は 耐 熱性 酵素 で ある こ と を利 用 した熱

処理 、 陰 イオ ン 交換 に よ り容 易 に行 な う こ とが で き、本酵 素は LeS3型で あ る こ とが 確 認 さ

れ た 。

RuBisCO 　and 　its 　gene 　from 　thermoph ±lic 　Syrlechococc 既 8 　spp 。
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海底 下 か ん 水 よ り分 離 し た 高 温細 菌 に よ る フ ェ ノ

ー
ル 類 の 分 解

（鳥 取 大 ・工 ・生 物 応用 ）　 加 藤 暢夫 、
°

頭 山 和 義 、簗 瀬英 司

1）　目的　新潟 県 沿岸 海底 下 の か ん （鹹）水 に は 10〜20pp 田の フ ェ ノ ー
ル 類 が 含 まれ て

お り 、 採 取時 の 水 温 は 約 80℃ で あ る 。 私 達 は こ の 高温 か ん 水 よ り性質 の 異 な る 2 種 の フ ェ

ノ ール 分解細 菌 を分 離 し、各 々 の 菌 学的 牲状 と 生 育お よ び フ ェ ノ ー
ル 類 の 分解 特性 な ど を

明 らか に した の で 報 告す る 。

　2）　方 法　 フ ェ ノ ール 分解 菌 の 分 離は 以下 の よ う に 行 っ た 。 ま ず 、 か ん 水 il　O．2％ペ プ ト

ン ， 0．1＄ Ml4C1， 0。　D嬬 K211PO4お よ び 200　ppm の フ ェ ノ
ー

ル を添 加 し て 50℃ で 3 〜 5 日 間

振盪 し 、 フ ェ ノ ール の 減 少 し た も の に つ き
’
、 同様 の 操 作 を繰 り返 し行 っ た 。 次 い で 人 工 海

水で 調製 した 培地 （IXペ プ ト ン
， 0．5％酵 母 エ キ ス

， 200　ppm フ ェ ノ ー
ル

，
　 p｝17 ．　e） で 液 体培

養 、 寒天 平板 培養 を 数回 行 い 純粋 分 離 した 。

　3）　結 果　上記 の 分離 法 に よ り 、 フ ェ ノ
ー

ル 分解 菌 を 2 株 （ 401株 お よ び 501株 ）得 た 。

401 株 は Bacillus 　 stearo 塾旦塑 Ω旦h麺 subgroup 　2 と同定 した 。 本菌 の 生 育 温度 は 37〜

60℃ で あ り、真 水 で 調 製 した 培 地 で もよ く生育 した 。一
方 、 501 株 は グ ラ ム 不定 の 桿 菌 で 、

運 動 性 を有 し、胞 子 を形 成 しな い
。 菌 学 的 、 生 理 学 的性 状 か ら本 菌 は Rhizobiaceae 科 に属

す る と判 定で き るが 、 該 当す る 属 ・種 は な く、 ま た 、通 性 の 海洋 由来 細 菌 と も異 な っ て い

た 。 生 育 温 度 は 3 〜 55℃ で あ り 、 海水 培地 で の み 増殖 した 。両 菌 と も フ ＝ ノ
ー

ル を単
一

炭
素 源 とす る培 地 で は 生 育 しな い が 、上 記 の 培 地 、 50℃ の 培 養 で 、401 株 、 501 株 で は そ れ

ぞ れ 、 18お よ び 24畴 聞で フ ＝ ノ
ー

ル は完 全 に 消 失 した 。 フ ェ ノ ール の 分解 に 際 し て 501殊
の 培 地 は 黒 褐 色 に 着 邑 し た 。 両 菌 と も ク レ ゾ ール も よ く分 解 し た 。
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